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議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
直
接
請
求

に
よ
り
平
成
18
年
４
月
に
大
村
市
議
会

議
員
定
数
条
例
の
改
廃
請
求
が
な
さ
れ
、

同
年
５
月
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
定
数

等
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
18
年
６
月
議
会
に
お
い

て
、
議
員
定
数
を
25
人
と
す
る
修
正
案

が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
議
会
報
の
臨
時
号
を
発
行
す
る

な
ど
し
て
、
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
同
事
項
の
報
告
は
省
略
し
、
そ
の

後
の
議
会
改
革
に
つ
い
て
の
検
討
結
果

を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
地
方
分
権
型
社
会
へ

の
転
換
が
方
向
付
け
ら
れ
、
そ
の
結
果

自
己
決
定
権
と
自
己
責
任
の
拡
大
等
に

対
応
す
る
た
め
、
地
方
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
12
月
の
第
28

次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
に
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
民
自
治
に
根
差

し
た
地
方
分
権
の
進
展
を
図
る
上
で
、

議
会
の
活
性
化
は
な
お
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
当

面
す
る
検
討
課
題
と
し
て
「
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
」
と
「
議
会

機
能
の
強
化
」
と
い
う
２
点
に
テ
ー
マ

を
絞
り
調
査
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

     

　
委
員
会
設
置
当
時
の
大
村
市
の
財
政

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
平
成
15
年
11

月
に
は
「
大
村
市
財
政
健
全
化
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

当
該
事
業
に
対
し
て
20
億
も
の
市
負
担

を
行
う
こ
と
が
公
表
さ
れ
、
こ
の
負
担

額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
延
15
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
途
に
お
い
て
、
財
政
健
全
化

計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
協
調
補
助

の
み
の
財
政
負
担
、
２
階
部
分
保
留
床

の
購
入
が
白
紙
と
な
る
な
ど
、
市
街
地

再
開
発
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
が
な
さ

れ
、
そ
の
上
で
平
成
18
年
５
月
に
「
第

二
次
大
村
市
財
政
健
全
化
計
画
」
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
11
月
に
公

表
さ
れ
た
「
第
四
次
大
村
市
行
政
改
革

大
綱
」
と
と
も
に
、
当
面
は
準
用
財
政

再
建
団
体
転
落
回
避
が
で
き
る
見
通
し

が
立
っ
た
状
況
と
な
り
、
こ
れ
以
上
、

本
特
別
委
員
会
で
の
協
議
の
必
要
性
は

な
い
も
の
と
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
大
村
市
財
政
の
健
全
化
、

効
率
化
、
適
正
化
を
十
分
に
図
り
な
が

ら
、
新
た
な
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
市
当
局
の
最
大
限
の
努
力
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。 

 

     

　
本
特
別
委
員
会
は
、
準
用
財
政
再
建

団
体
転
落
を
回
避
す
べ
く
、
健
全
化
計

画
の
内
容
の
精
査
研
究
と
、
こ
れ
に
伴

う
各
部
各
課
の
取
組
み
に
つ
い
て
延
22

回
の
調
査
を
行
い
、
議
会
と
し
て
、
市

当
局
へ
の
指
摘
、
要
望
等
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
「
準
用
財
政
再
建
団
体
」

へ
の
転
落
回
避
へ
向
け
た
、
計
画
の
早

期
見
直
し
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
に
占
め
る
税

収
の
伸
び
悩
み
や
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
交
付
税
の
減
額
は
、
財
政
当
局

の
予
想
を
超
え
る
厳
し
い
も
の
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
、
予
断
の
許
さ
れ
な
い

状
況
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会
が
こ
の
報
告
に
よ
っ
て
終

了
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
も
議
会
と

し
て
監
視
を
怠
ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て

特
別
委
員
会
等
を
設
置
し
て
、
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
今
後
は
、
「
第
四
次
大
村
市
行
政
改

革
大
綱
」
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
改
革
と

大
村
市
財
政
の
健
全
化
、
効
率
化
、
適

正
化
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
市
当

局
の
最
大
限
の
努
力
と
英
断
を
期
待
す

る
も
の
で
す
。 

１　市民に開かれた議会を目指して　　　 

２　議会機能の強化について 

３　その他 




